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菊
　
川
　
恵
　
三

雌
鳥
皇
女
と
女
鳥
王

│
│
記
紀
の
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
物
語
│
│

　
本
稿
は
前
稿
（「
ク
ロ
ヒ
メ
・
ク
ガ
ヒ
メ
か
ら
み
た
記
紀
の
イ
ハ

ノ
ヒ
メ
嫉
妬
物
語
」『
美
夫
君
志
』
１
０
６
号
、
２
０
２
３
・
４
）

を
う
け
、
記
紀
の
比
較
を
通
し
て
メ
ド
リ
と
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
の
反

乱
を
考
察
し
た
。
そ
の
際
『
日
本
書
紀
』
の
仁
徳
条
全
体
を
視
野

に
入
れ
、
そ
こ
か
ら
『
古
事
記
』
を
考
え
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
『
書
紀
』
を
丁
寧
に
読
む
と
、
隼
別
王
の
反
乱
の
意
図
が
明
ら

か
に
な
る
中
で
、
仁
徳
は
何
度
も
忍
耐
し
、
私
事
と
国
家
の
軽
重

に
悩
む
。『
古
事
記
』
に
は
全
く
描
か
れ
な
い
仁
徳
の
寛
容
・
忍
耐

は
、
実
は
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
の
嫉
妬
物
語
な
ど
仁
徳
紀
全
体
に
及
ぶ
。
さ

ら
に
そ
れ
は
、
新
旧
皇
后
の
対
照
的
な
描
き
方
と
も
関
係
す
る
、
い

わ
ば
『
書
紀
』
の
基
本
姿
勢
な
の
で
あ
る
。

　
一
方
、『
古
事
記
』
は
仁
徳
と
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
に
対
す
る
反
発
が
、

女
鳥
の
積
極
性
と
つ
な
が
り
、
誅
伐
に
至
る
。
し
か
し
、
最
後
の

速
総
別
の
二
つ
の
歌
は
、
一
転
二
人
の
喜
び
を
表
現
す
る
。
反
逆

者
の
幸
福
は
意
外
だ
が
、
歌
に
よ
る
交
流
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
和

解
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
は
、『
古
事
記
』
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
物
語
と
同
じ

な
の
だ
。
一
方
『
書
紀
』
の
隼
別
の
歌
は
、
歌
に
よ
る
和
解
や
慰

め
を
重
視
し
な
い
態
度
に
つ
な
が
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、

「
後
日
譚
」
に
お
け
る
大
后
と
皇
后
の
違
い
を
考
え
て
み
た
。

一
、
は
じ
め
に

二
、『
日
本
書
紀
』
の
雌
鳥
皇
女
と
隼
別
皇
子
　

三
、『
古
事
記
』
の
女
鳥
王
と
速
総
別
王
　

四
、
後
日
譚
の
皇
后
と
大
后
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一
、
は
じ
め
に

　
先
の
拙
論（
１
）（

以
下
、
前
稿
と
す
る
）
で
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
嫉
妬
物
語

に
お
け
る
記
紀
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
こ
で

十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
後
半
部
、
メ
ド
リ
と
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
の

反
乱
物
語
を
分
析
し
つ
つ
、
改
め
て
記
紀
仁
徳
条
の
全
体
考
え
て
み

た
い
。

　
こ
れ
ま
で
『
古
事
記
』
に
つ
い
て
は
、
嫉
妬
物
語
の
歌
謡
や
散
文

の
細
か
な
検
証
と
あ
わ
せ
、
記
紀
の
詳
し
い
比
較
が
試
み
ら
れ
た（
２
）。

た
だ
そ
の
際
、『
日
本
書
紀
』
に
軸
足
を
置
い
て
、
そ
の
仁
徳
条
を

見
通
そ
う
と
し
た
論
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
本
稿
は
、
そ
こ

に
焦
点
を
あ
て
て
み
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
は
前
稿
で
の
分
析
を
踏
ま
え
た
点
が
多
い
。
そ

こ
で
、
前
稿
で
の
「
ま
と
め
」
を
再
掲
し
、
そ
れ
を
解
説
す
る
こ
と

で
、
本
稿
の
立
場
と
方
向
を
明
確
に
し
た
い
。

　
『
書
紀
』

① 

ク
ガ
ヒ
メ
と
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
は
「
天
皇
に
対
す
る
拒
否
と
死
」

で
つ
な
が
る
。

② 

散
文
は
天
皇
の
働
き
か
け
と
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
の
拒
否
を
対
応
さ

せ
彼
女
の
頑
な
さ
を
描
く
。

③ 

新
皇
后
・
八
田
皇
女
は
「
親
和
す
る
皇
后
」
と
し
て
イ
ハ
ノ

ヒ
メ
と
対
照
的
に
描
か
れ
る
。

　
『
古
事
記
』

① 

ク
ロ
ヒ
メ
と
ヤ
タ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
メ
は
「
天
皇
と
の
別
離
と

歌
に
よ
る
慰
め
」
で
つ
な
が
る
。

② 

歌
に
よ
り
天
皇
の
心
情
が
表
現
さ
れ
、
女
性
た
ち
の
和
み
と

慰
め
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

③ 

メ
ド
リ
は
仁
徳
の
ヤ
タ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
メ
へ
の
対
応
を
批
判

す
る
こ
と
で
積
極
的
に
行
動
す
る
。

　
記
紀
と
も
に
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
嫉
妬
物
語
の
冒
頭
に
ク
ロ
ヒ
メ
と
ク

ガ
ヒ
メ
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。
そ
の
た
め

か
、
従
来
比
較
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
書
紀
』
を

「
臣
下
ハ
ヤ
マ
チ
と
の
約
束
を
守
ろ
う
と
す
る
仁
徳
と
、
そ
れ
を
拒

絶
す
る
ク
ガ
ヒ
メ
」
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
直
せ
ば
、「
ウ
ヂ
ノ

ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
と
の
約
束
を
守
っ
て
八
田
皇
女
を
入
内
さ
せ
よ
う
と

す
る
仁
徳
と
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
」
が
重
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ク
ガ
ヒ
メ
・
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
と
も
に
「
死
」
で
終
わ

る
の
も
、『
書
紀
』
で
は
二
つ
の
物
語
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
（『
日
本
書
紀
』
①
）。

　
一
方
、『
古
事
記
』
で
は
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
の
嫉
妬
の
た
め
、
自
ら

故
郷
・
吉
備
に
帰
る
ク
ロ
ヒ
メ
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
に
仁
徳
が
訪
問

し
歌
に
よ
っ
て
心
を
通
わ
せ
、
別
離
を
惜
し
む
。
こ
れ
が
同
じ
形
で
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反
復
さ
れ
る
の
は
、
ヤ
タ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
メ
と
の
別
離
の
場
合
で
あ

る
（『
古
事
記
』
①
）。
全
く
異
な
る
ク
ガ
ヒ
メ
と
ク
ロ
ヒ
メ
だ
が
、

記
紀
の
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
物
語
の
「
序
章
」
と
し
て
、
い
ず
れ
も
本
編
と

応
じ
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
旧
皇
后
（
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
）
と

新
皇
后
（
八
田
皇
女
）
は
対
照
的
な
描
か
れ
方
を
し
て
い
る
。
八
田

皇
女
入
内
へ
の
強
い
拒
否
、「
か
ま
ど
の
煙
」
に
お
け
る
無
理
解
な

旧
皇
后
。
そ
れ
に
対
し
て
新
皇
后
は
、「
ト
ガ
ノ
の
鹿
・
メ
ド
リ
の

反
乱
」
で
親
和
す
る
皇
后
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た

（『
日
本
書
紀
』
③
）。
こ
う
考
え
る
と
、『
日
本
書
紀
』
で
イ
ハ
ノ

ヒ
メ
が
死
に
、『
古
事
記
』
で
は
和
解
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
の
必
然
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
一
方
で
、
こ
れ
に
肉
付
け
を
与
え
る
の
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は

「
散
文
」、『
古
事
記
』
で
は
「
歌
謡
」
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た

（『
日
本
書
紀
』
②
、『
古
事
記
』
②
）。
こ
の
視
点
が
本
稿
で
も
生

き
て
く
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
前
稿
の
内
容
を
確
か
め
た
う
え
で
、
メ
ド
リ
の

反
乱
物
語
を
み
て
ゆ
こ
う
。

　
な
お
、
人
名
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記

に
従
う
。
記
紀
い
ず
れ
の
メ
ド
リ
か
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
か
を
混
乱
さ
せ

な
い
た
め
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
… 

雌
鳥
（
皇
女
）・
隼
別
（
皇
子
）・
皇
后
（
八

田
皇
女
）

『
古
事
記
』
…
… 

女
鳥
（
王
）・
速
総
別
（
王
）・
大
后
（
石
之

日
売
）

　
ま
た
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
古
事
記
は
『
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
』、
日
本
書
紀
は
『
岩
波
古
典
文
学
大
系
』
を
用
い
た
。
た

だ
し
、
ル
ビ
等
一
部
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

二
、『
日
本
書
紀
』
の
雌
鳥
皇
女
と
隼
別
皇
子

　
最
初
に
、
資
料
と
し
て
「
記
紀
の
メ
ド
リ
と
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
の
反

乱
・
対
照
表
」
を
あ
げ
る
。

【
記
紀
の
メ
ド
リ
と
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
の
対
照
表
】（
　
）
内
は
『
紀
』
の
紀
年

日
本
書
紀

古
事
記

・（
30
）
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
の
嫉
妬
物
語

・（
35
） 

イ
ハ
ノ
ヒ
メ
、
筒
城
宮
で

薨
去

・（
38
） 

八
田
皇
女
の
立
后
と
菟
餓

野
の
鹿

　
〈
雌
鳥
皇
女
と
隼
別
皇
子
〉

１ 
，（
40
）
隼
別
、
仁
徳
の
依
頼
で

雌
鳥
を
訪
問
し
、
密
か
に
自
ら
が

結
婚
す
る
。

・ 

イ
ハ
ノ
ヒ
メ
筒
木
に
出
奔
す
る
も

臣
下
や
天
皇
の
努
力
に
よ
り
帰
還
。

・ 

ヤ
タ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
メ
と
の
離
別

と
歌

　
〈
女
鳥
王
と
速
総
別
王
〉

１ 

，
速
総
別
、
仁
徳
の
依
頼
で
女
鳥

訪
問
。

女
鳥
、
天
皇
を
批
判
し
て
速
総
別

の
妻
と
な
る
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２ 
，
仁
徳
、
雌
鳥
を
訪
問
し
機
織
女

の
歌
を
聞
く
【
歌
謡
59
】

　
　
●
仁
徳
の
恨
み
と
忍
耐
①

３
，
隼
別
、
雌
鳥
と
会
話
す
る

　
　
●
仁
徳
の
恨
み
と
忍
耐
②

４ 

，
舎
人
、
サ
ザ
キ
を
撃
つ
こ
と
を

勧
め
る
。【
歌
謡
60
】

　
　
●
仁
徳
の
恨
み
と
忍
耐
③

５ 

，
天
皇
、
伊
勢
に
逃
れ
よ
う
と
す

る
二
人
に
討
伐
命
令
を
出
す
。

　
　
●
皇
后
の
嘆
願
、
天
皇
の
命
令

６ 

，
隼
別
ら
、
宇
陀
の
ソ
ニ
山
を
越

え
る
。【
歌
謡
61
】

７ 

，
将
軍
ヲ
フ
ナ
ら
、
菰
代
野
で
二

人
を
殺
害
し
、
手
玉
を
奪
う
。
皇

后
に
「
見
ず
」
と
報
告

　
　
〈
後
日
譚
〉

８ 

，
皇
后
、
新
嘗
の
宴
で
二
人
の
女

性
の
手
玉
に
注
目
し
、
有
司
に
調

査
さ
せ
る
。

９ 

，
皇
后
、
ア
ガ
ノ
コ
を
尋
問
し
白

状
さ
せ
る
。

皇
后
は
処
刑
し
よ
う
と
す
る
が
、

ア
ガ
ノ
コ
は
私
地
を
献
上
し
て
死

を
免
れ
る
。（
地
名
起
源
）

２ 

，
仁
徳
、
女
鳥
を
訪
問
し
、
歌
の

　
問
答
を
す
る
【
歌
謡
66
・
67
】

○
天
皇
、
女
鳥
の
心
を
知
り
還
る
。

４ 

，
女
鳥
、
速
総
別
に
仁
徳
を
撃
つ

こ
と
を
勧
め
る
。【
歌
謡
68
】

５ 

，
天
皇
、
軍
を
派
遣
し
殺
害
を
命

じ
る
。

６ 
，
速
総
別
・
女
鳥
、
逃
げ
て
倉
椅

山
に
登
る
。【
歌
謡
69
・
70
】

７ 

，
将
軍
・
大
楯
連
、
宇
陀
の
ソ
ニ

で
二
人
を
殺
害
。
女
鳥
の
玉
鈕
を

奪
い
、
妻
に
与
え
る
。

　
　
〈
後
日
譚
〉

８ 

，
大
后
、
豊
楽
で
大
楯
連
の
妻
の

玉
鈕
に
気
づ
き
、
御
酒
を
与
え
ず
。

９ 

，
大
后
、
大
楯
連
を
召
し
て
詰
問
。

　
大
楯
連
を
死
刑
に
す
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
反
乱
物
語
を
『
日
本
書
紀
』
→
『
古
事
記
』
の

順
で
検
討
し
、
最
後
に
「
後
日
譚
」
を
み
て
い
き
た
い
。

　
す
る
と
ま
ず
、『
日
本
書
紀
』
で
目
を
引
く
の
は
、
●
で
示
し
た

２
、
３
、
４
に
お
い
て
、
仁
徳
の
「
恨
み
と
忍
耐
」
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
記
紀
の
比
較
で
は
、
反
乱
の
首
謀
者

が
メ
ド
リ
か
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
か
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、

『
書
紀
』
に
焦
点
を
あ
て
る
と
、
そ
れ
以
外
に
二
人
の
裏
切
り
の
一

つ
一
つ
に
つ
い
て
、
仁
徳
の
心
情
が
描
か
れ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ

れ
を
丁
寧
に
見
て
い
こ
う
。

　
２�

，
仁
徳
、
雌
鳥
を
訪
問
し
機
織
女
の
歌
を
聞
く
（
●
仁
徳
の
恨

み
と
忍
耐
①
）

　
仁
徳
の
「
媒
な
か
だ
ち」

と
し
て
雌
鳥
皇
女
を
訪
問
し
た
隼
別
皇
子
は
「
密ひ
そ

か
に
親み
づ
から

娶と

り
て
」
復
命
し
な
い
。
し
び
れ
を
切
ら
せ
た
仁
徳
が
、

雌
鳥
を
訪
問
す
る
と
、
そ
の
機
織
女
た
ち
が
、「
ひ
さ
か
た
の
　
天あ
め

金か
な

機ば
た

　
雌
鳥
が
　
織
る
金
機
　
隼
別
の
御み
お
す
ひ
が
ね

襲
料
」
と
う
た
う
の
を
聞

い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

爰こ
こ

に
天
皇
、
隼
別
皇
子
の
密ひ
そ
かに

婚た
は

け
た
る
こ
と
を
知
り
た
ま
ひ

て
、
恨
み
た
ま
ふ
。
然
る
に
皇
后
の
言こ

と

に
重

は
ば
か
りり

、
亦ま

た

友こ
の
か
み
お
と
と

于
の

義こ
と
わ
りに

敦あ
つ

く
ま
し
て
、
忍
び
て
罪
せ
ず
。

　
仁
徳
は
隼
別
が
「
密
か
に
婚
け
た
る
」
こ
と
を
知
る
が
、
囲
み
で

示
し
た
よ
う
に
、「
恨
み
」
は
す
る
が
、「
忍
び
」
て
罪
し
な
い
。
そ
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の
理
由
を
い
う
傍
線
部
、「
皇
后
の
言
」
と
「
友
于
の
義（
３
）」
は
、
対

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
八
田
皇
后
の
妹
で
あ
る
雌
鳥
に
対
す
る

尊
重
と
、
異
母
弟
隼
別
皇
子
へ
の
義
理
立
て
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

自
分
を
裏
切
っ
た
の
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
自
分
に
最
も
近
い
身
内

だ
っ
た
こ
と
の
葛
藤
が
描
か
れ
る
。

　
３
，
隼
別
、
雌
鳥
と
会
話
す
る
（
●
仁
徳
の
恨
み
と
忍
耐
②
）

　
次
に
隼
別
は
、
雌
鳥
の
膝
枕
の
う
え
で
、「
鷦
鷯
と
隼
と
孰
か
捷

き
」
と
尋
ね
、
雌
鳥
は
「
隼
は
捷
し
」
と
答
え
る
。
一
見
、
鳥
の
速

さ
を
尋
ね
る
よ
う
だ
が
、
隼
別
の
「
是
、
我
が
先
て
る
所
な
り
」
は
、

天
皇
と
自
分
を
比
べ
、
自
分
の
優
位
を
主
張
す
る
。
こ
の
後
、『
書

紀
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

天
皇
、
是
の
言
を
聞
し
め
し
て
、
更
に
亦
恨
を
起
し
た
ま
ふ
。

　
隼
別
の
意
志
が
明
確
に
示
さ
れ
る
だ
け
に
、
仁
徳
は
再
び
「
恨

み
」
を
お
こ
す
。
し
か
し
、
ま
だ
討
伐
の
決
心
に
は
至
ら
な
い
。
こ

こ
で
は
二
人
の
会
話
が
、
先
の
歌
謡
と
同
じ
働
き
を
し
て
い
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。
機
織
り
女
の
歌
謡
が
事
態
を
知
ら
せ
た
よ
う
に
、

こ
の
会
話
が
隼
別
の
意
志
を
知
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

　
４�

，
舎
人
、
サ
ザ
キ
を
撃
つ
こ
と
を
勧
め
る
（
●
仁
徳
の
恨
み
と

忍
耐
③
）

　
次
に
、
隼
別
皇
子
の
舎
人
ら
が
、「
隼
は
　
天
に
上
り
　
飛
び
翔

け
り
　
斎
が
上
の
　
鷦
鷯
取
ら
さ
ね
」
と
歌
っ
た
の
に
対
し
て
、
次

の
よ
う
に
記
す
。

天
皇
、
是
の
歌
を
聞
し
め
し
て
、
勃は
な

然は
だ

大
き
に
怒
り
て
曰
は
く
、

「
朕
、
私
の
恨
を
以
て
、
親
は
ら
か
らを

失
は
ま
ほ
し
み
せ
ず
、
忍
び
て

な
り
。
何
ぞ
舋き
ず

ま
す
と
し
て
私
の
事
を
も
て
社く

稷に

に
及お
よ
ぼさ
む
」

と
の
た
ま
ひ
て
、
則
ち
隼
別
皇
子
を
殺
さ
む
と
欲お
も
ほす
。

　
こ
こ
で
初
め
て
、
仁
徳
は
「
大
き
に
怒
り
て
・
・
・
隼
別
皇
子
を

殺
さ
む
」
と
決
意
す
る
。
し
だ
い
に
高
ま
る
不
穏
な
情
勢
や
背
後
の

意
図
が
、
歌
謡
や
会
話
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
遂
に
破
局
が
も

た
ら
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ
で

も
「
恨
み
」
と
「
忍
び
」
が
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
だ
。
こ
こ
ま
で
の

短
い
文
章
に
、
三
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
ま
さ
に
「
忍
耐
す
る
天

皇
」
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
「
私
事
」
よ
り
大
切
な
も
の
と
し
て
持
ち
出
さ
れ

る
の
が
「
社
稷
」
で
あ
る
。
仁
徳
は
隼
別
た
ち
が
私
事
（
兄
弟
争

い
）
を
、
国
事
に
及
ぼ
す
こ
と
を
強
く
非
難
す
る
。
こ
こ
に
は
、
私

的
な
家
族
関
係
を
越
え
た
政
治
理
念
を
重
視
す
る
こ
と
で
、「
聖
帝

仁
徳
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
『
日
本
書
紀
』
の
仁
徳
に
つ
い
て
、
都
倉
義
孝
氏（
４
）は

次
の
よ
う
に
言
う
。

　
こ
の
表
現
は
、「
恨
み
た
ま
ふ
」
と
「
忍
び
て
罪
せ
ず
」
を

強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
無
用
の
よ
う
だ
が
確
認
し
て
お
く
必

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
の
密
通
行
為
は
、
天

皇
の
心
情
と
し
て
は
恨
む
に
値
し
、
か
つ
国
家
的
に
は
罪
す
べ

き
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
天
皇
は
忍
ん
だ
。
儒
教
的

天
皇
の
寛
容
な
る
仁
慈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
紀
の
編
者
は
、
謀

反
者
と
有
徳
の
聖
君
と
の
対
置
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
だ
。

　
こ
れ
は
、
反
王
権
を
指
向
す
る
『
古
事
記
』
の
女
鳥
王
と
対
照
的

に
、
隼
別
皇
子
主
導
の
謀
反
を
描
く
『
書
紀
』
編
者
の
意
図
と
し
て

論
じ
た
も
の
だ
。「
恨
む
」
と
「
忍
び
」
に
注
目
し
、「
謀
反
者
と
有

徳
の
聖
君
」
を
対
置
さ
せ
た
と
の
指
摘
は
首
肯
で
き
る
。
た
だ
、
見

て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
な
が
ら
、
討
伐
に
至

る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
そ
れ
は
、
次
の
皇
后
の
嘆
願
を
め
ぐ
る
仁

徳
の
発
言
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
５
，
皇
后
の
嘆
願
、
天
皇
の
配
慮

　
隼
別
・
雌
鳥
の
討
伐
命
令
を
下
す
に
際
し
て
、
皇
后
と
天
皇
は
次

の
よ
う
な
や
り
取
り
を
す
る
。

「
雌
鳥
皇
女
、
寔ま
こ
とに
重
き
罪
に
當あ
た

れ
り
。
然
れ
ど
も
其
の
殺
さ

む
日
に
、
皇
女
の
身
を
露
に
せ
ま
ほ
し
み
せ
ず
」
と
ま
う
し
た

ま
ふ
。
乃
ち
因
り
て
雄を

鯽ふ
な

等ら

に
勅
み
こ
と
の
りし
た
ま
は
く
、「
皇
女
の
齎も

た
る
足
玉
手
玉
を
な
取
り
そ
」
と
の
た
ま
ふ
。

　
皇
后
は
雌
鳥
の
重
罪
を
認
め
た
う
え
で
、
遺
体
に
対
す
る
皇
女
と

し
て
の
尊
厳
を
願
う
。
そ
こ
に
は
妹
へ
の
思
い
や
り
が
こ
も
る
。
仁

徳
は
、
こ
の
皇
后
の
願
い
を
聞
き
入
れ
、
雌
鳥
の
遺
体
か
ら
飾
り
の

玉
を
奪
う
こ
と
を
禁
じ
る
。「
皇
后
の
人
間
味
の
あ
る
徳
を
暗
に
称

え
る
」（
新
全
集
『
日
本
書
紀
』）
と
い
う
の
は
う
な
ず
け
る
。
理
と

情
を
わ
き
ま
え
た
皇
后
と
、
そ
れ
に
応
え
る
天
皇
。
こ
れ
は
、
前
稿

で
確
か
め
た
、「
親
和
す
る
皇
后
」
の
姿
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
忍
耐
と
寛
容
に
富
む
天
皇
像
は
、『
日
本
書
紀
』

仁
徳
条
に
一
貫
す
る
こ
と
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。
即
位
前
紀
の
ウ

ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
と
の
帝
位
の
譲
り
合
い
、
か
ま
ど
の
煙
な
ど
が

典
型
だ
が
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
嫉
妬
物
語
に
も
見
ら
れ
る
。
筒
城
宮
か
ら
、

む
な
し
く
難
波
に
帰
還
す
る
時
の
、
次
の
一
文
で
あ
る
。

天
皇
、
是
に
、
皇
后
の
大
き
に
忿い
か

り
た
ま
ふ
こ
と
を
恨
み
た
ま

ふ
。
而
し
て
猶
し
戀し
の

ひ
思
す
こ
と
有ま

し
ま
す
。

　
前
稿
で
も
確
か
め
た
よ
う
に
、
仁
徳
は
難
波
で
彼
女
の
船
を
待
ち
、
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ト
リ
ヤ
マ
・
ク
チ
モ
チ
を
派
遣
し
、
最
後
は
自
ら
が
訪
問
し
て
和
解

を
図
る
が
、
こ
と
ご
と
く
皇
后
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
に
拒
絶
さ
れ
る（
５
）。
し
か

し
、
仁
徳
は
「
恨
み
」
は
す
る
が
、
や
は
り
皇
后
を
「
戀
ひ
思
す
」

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
雌
鳥
皇
女
の
反
乱
で
示
さ

れ
た
仁
徳
像
は
、『
日
本
書
紀
』
の
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　
こ
の
『
書
紀
』
の
仁
徳
の
描
き
方
と
対
応
し
て
、
隼
別
皇
子
が
反

乱
の
首
謀
者
に
な
る
こ
と
は
自
明
だ
と
言
え
る
。
都
倉
氏
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
謀
反
人
・
隼
別
皇
子
と
、
寛
容
と
忍
耐
の
聖
帝
・
仁
徳

で
あ
る
。「
密
か
に
親
ら
娶
り
」「
我
が
先
だ
て
る
所
な
り
」
は
、
隼

別
の
悪
意
と
傲
慢
さ
を
描
き
だ
し
て
い
る
。
逆
に
『
古
事
記
』
の
よ

う
に
、
雌
鳥
皇
女
が
反
乱
の
首
謀
者
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で

は
天
皇
だ
け
で
な
く
、
新
皇
后
と
な
っ
た
姉
に
対
す
る
反
逆
に
も

な
っ
て
し
ま
う
。

　
も
し
、
雌
鳥
が
積
極
的
に
加
担
し
た
の
な
ら
、
皇
后
の
嘆
願
は
単

な
る
身
び
い
き
に
な
っ
て
し
ま
う
。『
書
紀
』
に
お
い
て
は
、
強
情

な
旧
皇
后
か
ら
賢
明
な
新
皇
后
の
時
代
と
な
っ
た
こ
と
で
、
イ
ハ
ノ

ヒ
メ
の
嫉
妬
物
語
と
、
雌
鳥
の
反
乱
物
語
は
全
く
違
っ
た
様
相
を
示

す
の
で
あ
る
。

三
、『
古
事
記
』
の
女
鳥
王
と
速
総
別
王

　
『
日
本
書
紀
』
と
比
較
し
た
場
合
、『
古
事
記
』
が
描
こ
う
と
し

た
の
は
違
う
も
の
だ
っ
た
。
何
よ
り
、
女
鳥
の
反
乱
に
際
し
て
、
仁

徳
の
忍
耐
や
心
情
を
記
す
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
一
覧
表
の
２
、
４

か
ら
を
確
か
め
て
お
こ
う
。

　
　
２
，
仁
徳
、
女
鳥
を
訪
問
し
、
歌
の
問
答
を
す
る

　
こ
こ
で
は
、
問
答
を
通
し
て
女
鳥
の
気
持
ち
を
知
っ
た
仁
徳
に
つ

い
て
、「
天
皇
、
其
の
情
を
知
り
て
、
宮
に
還
り
入
り
き
」
と
事
実

だ
け
を
述
べ
て
、
心
情
に
つ
い
て
は
語
ら
な
い
。

　
　
４
，
女
鳥
、
速
総
別
に
仁
徳
を
撃
つ
こ
と
を
勧
め
る

　
こ
こ
で
は
、「
天
皇
、
此
の
歌
を
聞
き
て
、
軍
を
興
し
、
殺
さ
む

と
欲
ひ
き
」
と
討
伐
の
決
意
が
示
さ
れ
る
。
や
は
り
『
書
紀
』
の
よ

う
に
、
天
皇
の
忍
耐
・
公
私
の
葛
藤
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。

逆
に
、
後
日
譚
に
お
け
る
大
后
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
の
発
言
が
際
立
つ
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
は
後
述
し
よ
う
。

　
一
方
、
天
皇
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
内
面
に
立
ち
入
っ
て
描
か
れ

る
の
は
女
鳥
王
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
冒
頭
、
仁
徳
の
仲
立
ち
と
し

て
訪
れ
た
速
総
別
皇
子
に
、
い
き
な
り
次
の
よ
う
に
い
う
。

大
后
の
強こ
は

き
に
因
り
て
、
八
田
若
郎
女
を
治
め
賜
は
ず
。
故
、

仕
へ
奉
ら
じ
と
思
ふ
。
吾
は
、
汝な
が

命み
こ
との

妻
と
為
ら
む
。
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姉
の
処
遇
に
対
す
る
強
い
不
満
と
結
婚
拒
否
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
進
ん
で
速
総
別
の
妻
と
な
り
た
い
と
申
し
出
る
。
大
后
に
圧
倒
さ

れ
る
天
皇
に
対
す
る
批
判
と
い
う
点
で
、
こ
の
話
と
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
の

嫉
妬
物
語
は
切
り
離
せ
な
い
。『
日
本
書
紀
』
と
基
本
的
な
ス
タ
ン

ス
が
違
う
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
天
皇
に
さ
え
遠
慮
せ
ず
、
堂
々
と
自
己
主
張
を
通
す
姿
は
、『
古

事
記
』
に
も
例
を
見
な
い
。
垂
仁
記
の
サ
ホ
ビ
メ
、
允
恭
記
の
軽
大

郎
女
な
ど
意
思
を
持
っ
た
女
性
が
描
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
受
動
的

で
女
鳥
王
の
よ
う
な
積
極
性
は
な
い
。
こ
の
女
鳥
の
決
断
を
受
け
て

仁
徳
と
の
問
答
が
あ
る
。

爾し
か

く
し
て
、
天
皇
、
直た
だ

に
女
鳥
王
の
坐
す
所
に
幸い
で
まし

て
、
其
の

殿
戸
の
闕し
き
みの
上
に
坐
し
き
。
是
に
、
女
鳥
王
、
機は
た

に
坐
し
て
服
こ
ろ
も

を
織
り
き
。
爾
く
し
て
、
天
皇
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

　
66
　
女
鳥
の
　
我
が
大
君
の
　
織お

ろ
す
機は
た

　
誰
が
料た
ね

ろ
か
も

女
鳥
王
、
答
ふ
る
歌
に
曰
は
く
、

　
67
　
高
行
く
や
　
速
総
別
の
　
御み
お
す
ひ
が
ね

襲
衣
料

　
仁
徳
は
「
殿
戸
の
闕
の
上
」
に
い
て
、
機
を
織
る
女
鳥
に
「
我
が

大
君
」
と
歌
い
か
け
る
。
あ
た
か
も
仁
徳
が
「
雀さ
ざ
き」

で
あ
る
か
の
よ

う
だ
。「
鳥
の
妻
争
い（
６
）」

と
い
う
伝
承
と
の
関
連
を
指
摘
す
る
の
も

う
な
ず
け
る
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
背
景
の
問
題
で
あ
る
。

大
切
な
の
は
、「
我
が
大
君
」
と
い
さ
さ
か
卑
屈
に
呼
び
か
け
る
仁

徳
に
対
し
て
、
女
鳥
が
「
速
総
別
の
　
御
襲
衣
料
」
と
き
っ
ぱ
り
と

答
え
る
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
の
速
総
別
に
対
す
る
女
鳥
の
発
言
と
、

真
直
ぐ
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
一
歩
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
に
、
次
の

歌
が
あ
る
。

此
の
時
に
、
其
の
夫を

速
総
別
王
の
到き

来た

れ
り
。
時
に
、
其
の
妻め

女
鳥
王
の
歌
ひ
て
曰
は
く

68
　
雲ひ
ば
り雀

は
　
天
に
翔
る
　
高
行
く
や
　
速
総
別
　
雀
さ
ざ
き

取
ら

さ
ね

　
前
の
67
同
様
「
高
行
く
や
　
速
総
別
」
を
繰
り
返
し
、
速
総
別
に

反
乱
を
教
唆
す
る
。
こ
と
の
重
大
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堂
々
と
し

た
発
言
に
驚
く
。
ま
た
こ
こ
で
、『
古
事
記
』
が
二
人
を
わ
ざ
わ
ざ

「
其
の
夫
」「
其
の
妻
」
と
記
す
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
反
乱
に
踏

み
出
す
二
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
関
係
を
夫
と
妻
と
認
め
る
か

ら
だ
。
そ
の
こ
と
が
、
次
の
、
逃
避
行
中
の
速
総
別
の
二
つ
の
歌
謡

に
つ
な
が
る
。

爾
く
し
て
、
速
総
別
王
・
女
鳥
王
、
共
に
逃
げ
退そ

き
て
、
倉
椅

山
に
騰の
ぼ

り
き
。
是
に
、
速
総
別
王
の
歌
ひ
て
曰
は
く
、

69
　
梯は
し

立た
て

て
の
　
倉
椅
山
を
　
嶮さ
が

し
み
と
　
岩い
は

懸か

き
か
ね
て
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我
が
手
取
ら
す
も

70
　
梯
立
の
　
倉
椅
山
は
　
嶮
し
け
ど
　
妹
と
登
れ
ば
　
嶮

し
く
も
あ
ら
ず

故
、
其
地
よ
り
逃
げ
亡
せ
て
、
宇
陀
の
蘇そ

邇に

に
到
り
し
時
に
、

御み
い
く
さ軍

、
追
ひ
到
り
て
殺
し
き
。

　
「
梯
立
て
」
は
「
倉
」
に
掛
か
る
枕
詞
、「
倉
椅
山
」
は
多
武
峰

を
含
む
飛
鳥
の
西
の
峻
険
な
山
塊
を
さ
す
（
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
全

注
釈
　
古
事
記
編
』）。
結
句
の
「
我
が
手
取
ら
す
も
」
は
、「
逸
文

肥
前
国
風
土
記
」
に
引
か
れ
た
次
の
歌
垣
の
類
歌（
７
）と
違
う
こ
と
に
注

意
し
た
い
。

あ
ら
れ
ふ
る
　
杵き

島し
ま

が
岳
を
　
峻さ
が

し
み
と
　
草
採
り
か
ね
て
　

妹
が
手
を
執
る

　
険
し
い
山
を
登
る
際
、
草
を
握
る
つ
も
り
で
、「
な
ん
と
ま
あ
、

愛
し
い
妹
の
手
を
取
っ
た
こ
と
よ
」
と
お
ど
け
る
の
は
、
歌
垣
の
笑

わ
せ
歌
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
速
総
別
の
「
我
が
手
取

ら
す
も
」
は
、
同
行
の
女
鳥
が
私
の
手
を
お
取
り
に
な
っ
た
と
、
女

鳥
の
好
意
を
喜
ぶ
歌
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て

こ
な
か
っ
た
速
総
別
の
心
情
が
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に

次
の
70
の
歌
謡
で
は
、
女
鳥
を
「
妹
」
と
呼
び
、「
苦
し
く
も
あ
ら

ず
」
と
、
苦
難
の
逃
避
行
も
喜
び
だ
と
う
た
う
。

　
山
路
平
四
郎（
８
）は

、
こ
の
70
の
歌
は
連
作
風
に
添
え
ら
れ
た
も
の
と

し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

両
歌
か
ら
は
、
謀
反
者
と
し
て
追
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
緊
迫

感
や
陰
湿
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
い
ち
お
う
「
行
路
難
」
を
と

り
あ
げ
て
は
い
る
が
、
実
は
恋
の
喜
び
を
歌
っ
た
も
の
で
、
本

来
は
別
の
出
自
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
歌
の
「
出
自
」
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
問
わ
な
い
。
大
切
な
の
は
、

二
つ
の
歌
を
並
べ
る
こ
と
で
、
女
鳥
と
速
総
別
の
悲
劇
が
、
同
時
に

夫
と
妻
の
愛
情
の
物
語
で
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
の
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
嫉
妬
物
語
で
は
、
歌
に
よ
る
心
の
交

流
を
通
じ
て
慰
め
や
和
解
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ク

ロ
ヒ
メ
と
ヤ
タ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
メ
は
離
別
と
い
う
悲
劇
だ
っ
た
が
、

仁
徳
の
歌
に
よ
っ
て
慰
め
ら
れ
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
も
最
後
に
は
仁
徳
の

歌
を
受
け
入
れ
て
和
解
に
至
る
。
つ
ま
り
女
鳥
の
反
乱
物
語
に
お
い

て
は
、
速
総
別
の
歌
が
そ
の
役
目
を
は
た
し
て
い
る
の
だ
と
い
え
よ

う
。

　
前
稿
で
確
か
め
た
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
歌
は
イ
ハ
ノ

ヒ
メ
と
仁
徳
の
和
解
に
役
立
た
な
か
っ
た
。
ク
ガ
ヒ
メ
や
ヤ
タ
ノ
ワ

キ
イ
ラ
ツ
メ
の
よ
う
に
歌
に
よ
る
慰
め
も
な
い
。
実
は
『
書
紀
』
の

隼
別
の
歌
も
、
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

時
に
皇
子
、
雌
鳥
皇
女
を
率ゐ

て
、
伊い

勢せ
の

神か
む

宮み
や

に
納ま
ゐ

ら
む
と
欲
ひ
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て
馳は

す
。（
略
）
雄
鯽
等
、
追
ひ
て
菟う

田だ

に
至
り
、
素そ

珥に
の

山や
ま

に

迫
む
。
時
に
草
の
中
に
隠
れ
て
、
僅わ
づ
か
に
免ま
ぬ
か
る
る
こ
と
を
得
。

急す
み
や
かに

走に

げ
て
山
を
越
ゆ
。
是
に
、
皇
子
、
歌
し
て
曰
は
く
、

61
　
梯
立
の
　
嶮
し
き
山
も
　
我
妹
子
と
　
二
人
越
ゆ
れ
ば

　
安や
す

蓆む
し
ろか
も

爰こ
こ

に
雄
鯽
等
、
免
れ
ぬ
る
こ
と
を
知
り
て
、
急
す
み
や
かに
伊
勢
の
蒋こ
も

代し
ろ

野の
の

に
追
ひ
及し

き
て
殺
し
つ
。

　
『
書
紀
』
の
歌
も
、
雌
鳥
を
「
我
妹
子
」
と
呼
び
、「
二
人
越
ゆ

れ
ば
　
安
蓆
か
も
」
と
、
二
人
の
喜
び
を
う
た
う
。
し
か
し
、
散
文

に
注
目
す
る
と
、
ど
う
や
ら
、
関
心
は
別
の
所
に
あ
る
よ
う
だ
。

『
書
紀
』
で
は
、
逃
走
の
目
的
地
、
経
路
、
殺
害
場
所
、
埋
葬
場
所

な
ど
の
地
名
が
、『
古
事
記
』
に
比
べ
非
常
に
詳
し
い
。
そ
れ
と
応

じ
る
か
よ
う
に
、
散
文
「
急
に
走
げ
て
山
を
越
ゆ
」
は
歌
謡
の
「
二

人
越
ゆ
」
と
対
応
し
て
い
る
。
同
様
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
草
中
に
隠

れ
」
と
記
す
の
は
、
歌
謡
に
「
安
蓆
」
と
あ
る
こ
と
に
応
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
ど
う
も
『
書
紀
』
編
者
は
、
こ
の
歌
を
二
人
の
喜

び
よ
り
も
、「
山
を
越
え
て
逃
げ
お
お
せ
た
こ
と
」
に
主
眼
を
置
い

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
て
、
詳
し
い
地
名
も
理

解
で
き
る
。『
古
事
記
』
の
よ
う
に
「
梯
立
て
の
　
倉
椅
山
」
と
言

わ
な
い
の
も
、
倉
椅
山
が
飛
鳥
近
傍
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
伊
勢
ま
で

が
あ
ま
り
に
遠
い
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
越
え
て
逃
げ
た
の
が
素

珥
山
だ
か
ら
こ
そ
、
伊
勢
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
こ
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
は
、
こ
こ
で
も

異
な
る
意
識
で
記
述
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四
、
後
日
譚
の
皇
后
と
大
后

　
最
後
に
、
後
日
譚
に
つ
い
て
、
記
紀
の
違
い
を
見
て
お
こ
う
。

　
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
新
嘗
月
の
宴
会
で
、
山
君
稚
守
山
の
妻
と

采
女
磐
坂
姫
の
身
に
つ
け
て
い
た
玉
が
、
雌
鳥
の
も
の
に
似
て
い
る

こ
と
に
皇
后
が
気
づ
く
。
そ
の
こ
と
を
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
雄

鯽
と
共
に
雌
鳥
達
を
追
討
し
た
佐
伯
直
阿あ

俄が

能の

胡こ

の
妻
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
こ
か
ら
彼
に
よ
る
雌
鳥
の
玉
強
奪
が
明
ら
か

に
な
る
。
皇
后
は
彼
を
殺
そ
う
と
す
る
が
、
阿
俄
能
胡
は
私
地
を
献

上
し
罪
を
あ
が
な
お
う
と
し
。
皇
后
も
そ
れ
を
許
し
て
、
そ
の
地
を

「
玉
代
」
と
し
た
と
記
す
。

　
皇
后
が
阿
俄
能
胡
を
罰
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
彼
が
天
皇
の
命
令

「
足
玉
手
玉
を
な
取
り
そ
」
に
背
い
た
か
ら
で
あ
り
、
二
人
を
討
伐

し
て
復
命
し
た
際
、
次
の
よ
う
に
偽
証
し
た
か
ら
で
あ
る
。

皇
后
、
雄
鯽
等
に
問
は
し
め
て
曰
は
く
、「
若も

し
皇
女
の
玉
を

見
き
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
對こ
た

へ
て
言
さ
く
、「
見
ず
」
と
ま
う

す
。
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臣
下
の
命
令
違
反
と
偽
証
、
こ
れ
に
対
し
て
皇
后
は
、
堂
々
た
る

ふ
る
ま
い
を
み
せ
る
。
尋
問
、
処
刑
、
私
地
献
上
に
よ
る
贖
罪
受
け

入
れ
、
い
ず
れ
も
天
皇
の
行
為
を
皇
后
が
行
使
す
る
。
そ
れ
は
『
書

紀
』
が
描
い
て
き
た
、
天
皇
と
皇
后
の
親
和
の
延
長
線
上
に
あ
る
と

言
え
よ
う（
９
）。

　
一
方
、『
古
事
記
』
は
同
じ
よ
う
な
話
を
載
せ
な
が
ら
、
大
き
く

異
な
る
。『
古
事
記
』
に
は
皇
后
と
天
皇
の
や
り
と
り
も
な
け
れ
ば
、

皇
后
が
将
軍
に
玉
の
こ
と
を
尋
ね
る
こ
と
も
な
い
。
討
伐
軍
の
将

軍
・
大
楯
連
は
、
女
鳥
の
玉
鈕
を
奪
い
妻
に
与
え
た
と
記
す
。
そ
の

後
、
豊
楽
の
席
で
彼
の
妻
の
手
に
、
そ
の
玉
鈕
が
ま
か
れ
て
い
る
の

に
大
后
は
気
づ
く
。
そ
こ
で
大
后
は
大
楯
連
を
厳
し
く
糾
弾
す
る
。

そ
れ
が
次
の
記
述
で
あ
る
。

其
の
夫
大
楯
連
を
召
し
出
し
て
、
詔
の
り
た
まは

く
、「
其
の
王み
こ

等た
ち

、
礼ゐ
や

無な

き
に
因
り
て
、
退
け
賜
ひ
つ
。
是
は
、
異け

し
き
事
無
け
く
の

み
。
夫そ

の
奴や
つ
こや

、
己
が
君
の
御
手
に
纒ま

け
る
玉た
ま

鈕く
し
ろを

、
膚
も
熅
あ
た
た

け
き
に
剥は

ぎ
持
ち
来
て
、
即
ち
己
が
妻
に
与
へ
つ
」
と
の
り
た

ま
ひ
て
、
乃
ち
死
刑
を
給
ひ
き
。

　
大
后
の
「
詔
」
は
、
本
来
、
天
皇
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、
最

後
の
「
死
刑
を
給）
（1
（

」
も
律
令
に
お
い
て
天
皇
の
専
権
事
項
で
あ
る
。

『
書
紀
』
の
八
田
皇
后
同
様
、
こ
こ
で
も
大
后
が
天
皇
の
職
権
を
代

行
し
て
い
る
。

　
「
大
后
が
い
う
「
礼
」
は
、「
天
皇
の
も
と
に
成
り
立
つ
秩
序
。

そ
れ
に
服
さ
な
い
で
反
す
こ
と
が
「
無
礼
」
で
あ
り
、
討
伐
の
対
象

と
な
る
」（
新
全
集
『
古
事
記
』
頭
注
）
と
い
う
通
り
で
、
大
楯
連

の
処
分
も
「
礼
」
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
前
半
の
女
鳥
王
た
ち
に
対
す
る
発
言
と
、
後
半
の
大
楯

連
に
対
す
る
舌
鋒
の
鋭
さ
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
矢
嶋
泉
氏）
（（
（

は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

天
皇
弑
殺
の
意
志
を
持
っ
た
女
鳥
王
・
速
総
別
王
に
対
す
る
評

価
が
「
礼
」
な
し
と
さ
れ
、
彼
等
が
死
を
以
て
処
遇
さ
れ
る
の

は
当
然
と
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
こ
で
は
「
異
し
き
こ
と
な
く
こ

そ
」
と
片
付
け
、
む
し
ろ
「
異
し
き
こ
と
」
の
範
疇
に
山
部
大

楯
の
行
為
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ

は
「
膚
も
熅
け
き
に
剥
ぎ
持
ち
來
て
」
と
生
理
的
不
快
感
を
伴

な
っ
て
重
く
糾
弾
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
女
鳥
王
ら
に
対
し
て
は
「
異
し
き
事
無
け
く
の
み
」
と

突
き
放
す
の
に
比
べ
、
大
楯
連
に
は
「
奴
」
と
罵
り
、「
膚
も
熅
け

き
に
剥
ぎ
持
ち
来
て
」
と
厳
し
く
糾
弾
す
る
。
当
該
散
文
に
は
「
女

鳥
王
の
御
手
に
纏
け
る
玉
鈕
を
取
り
て
・
・
・
己
が
妻
に
与
へ
つ
」

と
あ
る
だ
け
だ
。
ま
る
で
そ
の
現
場
に
い
た
か
の
よ
う
な
描
写
は
、

大
后
の
怒
り
の
大
き
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
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ま
た
「
己
が
君
」
は
、
女
鳥
王
と
大
楯
連
の
関
係
が
示
さ
れ
な
い

な
か
で
、
い
さ
さ
か
唐
突
に
思
え
る
。
し
か
し
、
西
郷
信
綱
『
古
事

記
注
釈
』
が
い
う
よ
う
に
、「
己
が
君
」
と
あ
る
以
上
、
文
字
ど
お

り
自
分
の
仕
え
て
い
た
君
と
理
解
す
べ
き
で
、
膚
も
温
か
い
う
ち
に

剥
ぎ
と
っ
て
「
己
が
妻
」
に
与
え
る
と
こ
ろ
に
『
書
紀
』
に
な
い

「
な
ま
な
ま
し
さ
」
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
大
后
の
激
し
い
怒
り
は
、
嫉
妬
物
語
で
「
足
も
あ
が

か
に
」
嫉
妬
し
た
り
、
御
綱
柏
を
海
に
投
げ
捨
て
た
り
す
る
激
し
さ

と
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
私
的
感
情
か
ら
の
爆
発
だ
っ

た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
礼
」
に
基
づ
く
行
動
だ
と
す
る
と
こ

ろ
に
、
そ
ぐ
わ
な
さ
を
指
摘
す
る
論
は
多
い）
（1
（

。

　
例
え
ば
、『
新
潮
古
典
集
成
　
古
事
記
』
が
、「
嫉
妬
と
か
強
情
な

性
行
の
持
ち
主
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
皇
后
が
、
突
如
、
理
非
曲
直

を
弁
え
た
立
派
な
妃
に
一
変
す
る
」
と
い
う
。『
古
典
集
成
』
は
こ

れ
を
仁
徳
の
「
有
徳
」
に
ふ
さ
わ
し
い
大
后
の
「
聖
后
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
か
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
。
神
野
志
隆
光
氏
が
吉
井
巌
論
の
見

直
し
の
中
で
、
多
く
の
女
性
を
和
め
え
た
仁
徳
に
ふ
さ
わ
し
い
「
后

徳
」
と
し
て
、
嫉
妬
物
語
全
体
を
見
通
し
た
の
も
、
同
じ
方
向
に
あ

る
の
だ
ろ
う）
（1
（

。

　
一
方
、
先
に
あ
げ
た
矢
嶋
論
は
、
履
中
記
の
ソ
バ
カ
リ
の
記
事
と

の
類
似
性
か
ら
、『
古
事
記
』
下
巻
の
「
君
臣
の
秩
序
の
在
り
方
」

と
し
て
と
ら
え
、
反
乱
物
語
に
お
け
る
君
臣
の
あ
り
よ
う
、
さ
ら
に

は
仁
徳
か
ら
武
烈
で
終
わ
る
天
皇
系
譜
の
問
題
へ
と
拡
大
し
て
論
じ

る
。
こ
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
に
検
証
さ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
仁
徳
条
の
中
で
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
か
を
、
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
女
鳥
王
反
乱
物
語
に
お
い
て
、
最
後
の

速
総
別
の
歌
二
首
が
苦
難
の
中
で
情
愛
の
喜
び
を
う
た
っ
て
い
る
こ

と
だ
。『
古
事
記
』
で
は
、
歌
の
や
り
取
り
が
仁
徳
と
多
く
の
女
性

た
ち
を
慰
め
和
解
さ
せ
て
き
た
。
こ
こ
も
ま
た
、
女
鳥
と
速
総
別
の

二
人
の
思
い
を
結
び
つ
け
る
の
は
歌
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
こ

こ
で
結
ば
れ
る
二
人
は
、
仁
徳
に
対
す
る
反
逆
者
で
あ
っ
て
、
仁
徳

記
と
し
て
は
こ
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
。
後
日
譚
は
こ
の
文
脈
か

ら
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
す
な
わ
ち
、
隠
れ
た
悪
を
見
抜
く
優
れ
た
大
后
、「
礼
」
に
よ
っ

て
女
鳥
ら
を
裁
断
し
、
突
き
放
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
激
し
い

怒
り
を
ぶ
つ
け
る
の
は
、
大
楯
連
の
自
分
の
君
た
る
女
鳥
に
対
す
る

無
残
な
し
う
ち
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
極
刑
を
も
っ
て
臨
む
。
確
か

に
、
嫉
妬
と
い
う
私
情
と
儒
教
的
な
礼
の
理
念
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
し

か
し
、
描
く
べ
き
は
大
后
の
一
貫
性
で
は
な
く
、
歌
の
力
と
大
王
仁

徳
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
、
寛
容
・
忍
耐
に
し
て
、
私
事
よ
り
社
稷
を
重

ん
ず
る
仁
徳
を
描
き
、
新
皇
后
は
そ
れ
に
親
和
し
一
体
化
し
て
将
軍

の
命
令
違
反
・
偽
証
に
掣
肘
を
加
え
る
。
反
乱
の
首
謀
者
は
隼
別
で
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あ
り
、
彼
を
そ
そ
の
か
す
の
は
身
近
な
舎
人
と
い
う
の
は
、
反
乱
物

語
に
一
般
的
な
展
開
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
極
め
て
分
か
り
や
す

い
流
れ
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
論
が
指
摘
す
る
。

　
一
方
で
、
そ
の
分
だ
け
平
板
で
あ
り
、『
古
事
記
』
が
描
く
女
鳥

の
よ
う
に
、
生
き
生
き
と
主
張
し
、
覚
悟
し
て
死
ん
で
い
く
女
性
を

描
く
こ
と
は
念
頭
に
な
か
っ
た
。
最
後
の
隼
別
の
歌
が
、
ど
こ
か
違

う
所
に
関
心
が
あ
る
よ
う
な
書
き
ぶ
り
で
あ
り
、
し
か
も
『
古
事

記
』
の
二
首
に
対
し
て
わ
ず
か
一
首
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
対
す
る
冷

淡
さ
も
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
が
天
皇
の
熱
心
な
歌
に
よ
る
働
き
か
け
に
、

つ
い
に
拒
否
を
貫
い
て
薨
去
す
る
さ
ま
と
通
じ
る
と
み
て
よ
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
メ
ド
リ
の
反
乱
を
中
心
に
し
つ
つ
、
記
紀
の
違
い
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
。
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
も
多
い
が
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

１ 

拙
論
「「
ク
ロ
ヒ
メ
・
ク
ガ
ヒ
メ
か
ら
み
た
記
紀
の
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
嫉
妬

物
語
」（『
美
夫
君
志
』
１
０
６
号
、
２
０
２
３
・
４
）

２ 

前
稿
で
示
し
た
吉
井
巌
論
の
他
に
も
、
記
紀
の
比
較
を
中
心
に
論
じ
た

も
の
に
、
溝
口
睦
子
「
仁
徳
天
皇
の
后
妃
に
関
す
る
説
話
に
つ
い
て
─

そ
の
記
紀
に
お
け
る
比
較
─
」（
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
『
古
事
記
・

日
本
書
紀
Ⅱ
』
所
収
　
有
精
堂
１
９
７
５
、
初
出
１
９
６
４
）、
曽
倉

岑
「
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
嫉
妬
物
語
」（
同
上
、
初
出
１
９
６
５
）
な
ど
が
あ

る
。
た
だ
い
ず
れ
も
半
世
紀
以
上
前
の
も
の
で
、「
自
然
の
性
情
の

ま
ゝ
に
動
く
人
間
像
」（
溝
口
）
の
よ
う
な
文
芸
観
、「
前
提
と
な
る
な

ん
ら
か
の
伝
説
が
ま
ず
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
」（
曽
倉
）
の
よ
う
に
、

元
の
伝
承
を
問
題
に
す
る
研
究
史
の
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
あ
く
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
完
結
し
た
作
品
と
し
て
み
る
立
場
を
と
る
。

３ 

『
日
本
書
紀
』
舒
明
即
位
前
紀
に
、
次
期
天
皇
を
め
ぐ
る
大
臣
・
蘇
我

蝦
夷
と
叔
父
・
境
部
摩
理
勢
が
衝
突
し
た
際
、
蝦
夷
の
言
葉
に
「
吾
、

汝
が
言
の

非

よ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
とを
知
れ
ど
も
、
干

こ
の
か
み
お
と
と

支
の
義

こ
と
わ
りを

以
て
害や

ぶ
るる
こ
と
得
ず
」

と
あ
り
、
傍
線
部
に
つ
い
て
「
親
族
の
情
宜
」（
岩
波
大
系
）
ゆ
え
に

罪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

４ 

都
倉
義
孝
「
女
鳥
王
物
語
論
」（『
古
事
記
　
古
代
王
権
の
語
り
の
仕
組

み
』
有
精
堂
・
１
９
９
５
、
初
出
１
９
７
５
）

５ 

前
稿
で
は
、
天
皇
の
様
々
な
働
き
か
け
と
、
そ
れ
に
対
す
る
一
つ
一
つ

の
拒
否
を
確
か
め
た
。
そ
こ
で
と
り
あ
げ
た
、
青
木
周
平
氏
「
記
紀
に

お
け
る
歌
謡
と
説
話
─
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
物
語
を
事
例
と
し
て
」（『
上
代
文

学
』
62
号
、
１
９
８
９
・
４
の
ち
『
古
事
記
研
究
　
歌
と
神
話
の
文
学

的
表
現
』
お
う
ふ
う
、
１
９
９
４
）」
の
次
の
発
言
も
、
本
稿
の
仁
徳

の
忍
耐
・
寛
容
に
通
じ
る
。

そ
し
て
そ
の
手
順
に
は
、
明
ら
か
な
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
天
皇

は
充
分
誠
意
を
見
せ
た
が
、
皇
后
の
強
い
拒
否
に
よ
り
や
む
な
く

別
離
を
む
か
え
た
と
い
う
筋
立
て
で
あ
る
。

６ 

山
路
平
四
郎
「
女
鳥
王
と
速
総
別
王
」（『
古
代
の
文
学
３
　
古
事
記
』

早
大
出
版
部
、
１
９
７
７
）、
荻
原
千
鶴
「
女
鳥
王
─
説
話
の
発
展
と

そ
の
周
辺
─
」（『
古
代
の
神
話
と
文
学
』
塙
書
房
、
１
９
９
８
、
初
出

１
８
８
２
）
な
ど
が
あ
る
。

７ 

『
万
葉
集
』
③
三
八
五
に
も
柘
枝
伝
に
よ
る
「
霰
降
り
吉
志
美
が
岳
を

険
し
み
と
草
取
り
か
な
わ
妹
が
手
を
取
る
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
も
「
妹
が
手
を
取
る
」
で
あ
っ
て
、『
古
事
記
』
と
は
違
う
。
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８ 

山
路
平
八
郎
『
記
紀
歌
謡
評
釈
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
三
）

 
　
な
お
、
阿
部
誠
「「
仁
徳
記
・
女
鳥
王
の
歌
謡
物
語
─
そ
の
表
現
と

構
想
─
」（『
古
事
記
年
報
』
45
号
、
２
０
０
３
・
１
）
は
、
歌
謡
の

「
手
を
取
る
」
の
分
析
を
通
じ
、「
速
総
別
王
は
、
反
大
后
か
ら
で
は

な
い
女
鳥
王
の
真
の
愛
情
の
所
在
を
確
認
し
、
そ
の
愛
情
を
獲
得
す
る

の
で
あ
る
」
と
い
う
の
も
、
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

９ 

討
伐
に
関
し
て
は
、『
書
紀
』
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
雄
鯽
等
」
と
あ
っ
て
、

阿
俄
能
胡
は
表
に
で
な
い
。
そ
れ
が
、
こ
の
新
嘗
の
宴
で
は
、
阿
俄
能

胡
が
前
面
で
語
ら
れ
、
雄
鯽
は
全
く
現
れ
な
い
。
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
、

元
資
料
に
あ
っ
た
、
も
し
く
は
玉
手
と
い
う
土
地
が
、
佐
伯
氏
と
関
係

す
る
と
い
う
以
外
に
、
作
品
の
狙
い
に
則
し
て
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
一
方
『
古
事
記
』
で
は
、
こ
こ
で
登
場
す
る
の
は
大
楯
連
と
そ

の
妻
な
の
で
明
快
で
あ
る
。

10 

『
日
本
思
想
大
系
古
事
記
』（
岩
波
書
店
、
１
９
８
２
）
は
律
令
国
家
で

は
刑
罰
の
権
限
が
天
皇
の
大
権
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
次
の
よ

う
に
い
う
。

従
っ
て
、
天
皇
で
は
な
く
皇
后
が
独
自
に
「
給
死
刑
」
う
こ
と
な

ど
は
あ
り
え
な
い
筈
で
あ
る
が
、
記
の
大
后
石
之
日
売
の
み
な
ら

ず
、
紀
の
四
十
年
是
歳
条
に
み
え
る
皇
后
八
田
皇
女
の
類
話
で

も
、・
・
・
贖
を
納
め
て
「
赦
死
刑
」
さ
れ
る
。

11 

矢
嶋
泉
「『
古
事
記
』
下
巻
試
論
」（『
日
本
文
学
』
40
巻
４
号
、
１
９

９
１
・
４
）
は
、
こ
の
臣
下
と
君
の
問
題
を
履
中
記
の
ソ
バ
カ
リ
な
ど

と
関
係
づ
け
る
こ
と
で
『
古
事
記
』
下
巻
の
主
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
。

ま
た
「
仁
徳
系
譜
の
始
発
─
『
古
事
記
』
下
巻
系
譜
論
序
説
」（『
古
事

記
年
報
』
38
号
、
１
９
９
６
）
は
、
仁
徳
～
武
烈
の
系
譜
を
め
ぐ
る
射

程
の
長
い
論
で
魅
力
的
だ
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
仁
徳
条
の
中
で
考

え
る
。

12 

西
宮
一
民
『
新
潮
古
典
集
成
　
古
事
記
』
の
他
に
、
注
１
で
あ
げ
た
曽

倉
岑
論
も
こ
こ
は
「
道
義
的
な
、
権
力
主
義
的
な
怒
り
」
で
あ
っ
て
、

嫉
妬
物
語
で
の
「
理
非
を
越
え
た
激
し
い
感
情
と
は
全
く
次
元
の
異
な

る
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

13 

吉
井
巌
論
、
神
野
志
隆
光
論
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
。


